
提出日を記入してください。

申請者の住所、氏名を記入。
申請者は原則として出場者本人と
保護者の連名としてください。

対象経費（本年度予算額）の
合計額を記入。

交付申請書・添付書類の記載例

交通費の内訳は、詳細が未定の場合は概算でか
まいません。ただし、実績報告における補助金
の増額はできませんので、想定されるすべての
内容について記載してください。

【交付申請額の計算方法】
対象経費（下表１）の合計額と区分ごとの上限額（下表３）を比較し、低い方が交付申請額となります。
※千円未満は切り捨てとしてください。（例：12,860円☞12,000円）

予選と本選大会など、複数の大会について同時に申請する場合は、それぞれについて交付申請額を算出した上で、合計
額を記載してください。合計額の上限額は、８万円（国外を含む場合２８万円）です。

（記載例の場合）
予選大会は、参加料12,000円≦上限額20,000円なので、交付申請額12,000円
本選大会は、参加料10,000円と交付費40,000円の合計額50,000円≧上限額40,000円なので、交付申請額40,000円
交付申請書に記載する交付申請額は、12,000円と40,000円の合計額52,000円（≦上限額80,000円）

出品者・出場者について記載してください。

出品者・出場者される大会について記載してください。

※実施日・参加料などがわかる大会概要などの添付をお願いします。

講習会等
【実演芸術分野】
予選・選考を経て
出場する大会

【実演芸術分野】
予選・選考を経ずに
出場する大会

公募展区分

①参加料
②参加に係る交通費

①参加料
②出場に係る交通費

参加料
①出品料
②額装代・輸送料

１ 補助対象経費

１０／１０２ 補助率

２万円４万円 【国外】２０万円２万円１万５千円３ 上限額


